
　

７
月
28
日
、
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
記
念
大
会
兵
庫
県

大
会
決
勝
で
、
西
脇
工
業
高
校
野
球
部
が
東
洋
大
姫
路
を
３
‐

２
で
破
り
、
初
め
て
の
甲
子
園
出
場
が
決
ま
り
ま
し
た
。
私
立

の
強
豪
校
ひ
し
め
く
県
大
会
を
公
立
高
校
が
制
し
甲
子
園
に
出

場
す
る
と
い
う
歴
史
的
快
挙
に
、
市
内
を
は
じ
め
北
播
磨
地
域

は
大
い
に
沸
き
上
が
り
ま
し
た
。

　

甲
子
園
出
場
は
、
西
脇
市
の
歴
史
に
新
た
な
足
跡
を
刻
む
大

偉
業
。
そ
こ
で
、
９
月
号
で
は
西
脇
工
業
高
校
野
球
部
の
甲
子

園
で
の
戦
い
を
お
伝
え
す
る
と
と
も
に
、
市
内
の
盛
り
上
が
り

を
リ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
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甲
子
園
出
場
が
決
定
し
た
翌
日

か
ら
、
市
内
に
は
応
援
幕
や
の
ぼ

り
が
掲
げ
ら
れ
る
な
ど
応
援
ム
ー

ド
一
色
に
。
ま
た
、
多
く
の
報
道

陣
が
西
脇
市
内
や
西
脇
工
業
高
校

を
訪
れ
る
な
ど
、
８
月
８
日
の
大

会
開
幕
に
向
け
て
、
野
球
部
に
対

す
る
注
目
は
日
増
し
に
高
ま
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
さ
ら
に
応
援
ム
ー
ド

を
盛
り
上
げ
る
た
め
、「
広
報
に

し
わ
き
甲
子
園
特
集
号
」
を
発
行

し
市
内
全
戸
に
配
布
。
直
ち
に
補

正
予
算
を
組
ん
で
、
応
援
バ
ス
の

運
行
費
用
な
ど
を
支
援
し
ま
し
た
。

ま
た
、
友
好
都
市
・
北
海
道
富
良

野
市
か
ら
も
、
天
然
水
や
富
良
野

　

甲子園に詰めかけた大応援団甲子園に詰めかけた大応援団

メ
ロ
ン
が
届
け
ら
れ
る
な
ど
、
応

援
の
輪
は
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い

き
ま
し
た
。

市
民
と
と
も
に
大
応
援
団
を
結
成

　

野
球
部
の
チ
ー
ム
目
標
は
「
一

体
感
」。
ス
タ
ン
ド
の
応
援
も
選

手
と
一
体
と
な
り
、
県
大
会
で
は
、

西
脇
工
業
高
校
の
さ
わ
や
か
な
応

援
に
対
し
「
応
援
優
秀
賞
」
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

甲
子
園
の
応
援
演
奏
に
は
、
28

人
の
吹
奏
楽
部
に
西
脇
高
校
と
西

脇
南
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
の
メ
ン

バ
ー
約
1
2
0
人
も
参
加
。
西
脇

工
の
原
聡
志
さ
ん
は
「
こ
ん
な
大

人
数
で
演
奏
す
る
の
は
初
め
て
。

甲
子
園
を
盛
り
上
げ
た
い
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。「
吹
奏
楽
部

員
に
と
っ
て
甲
子
園
で
演
奏
す
る

の
は
夢
。
工
業
高
校
野
球
部
に
感

謝
」
と
話
す
の
は
西
脇
高
校
の
村

上
萌
さ
ん
。
野
球
部
応
援
団
を
率

い
る
篠
原
悠
貴
さ
ん
は
、「
応
援

に
音
楽
が
つ
く
と
雰
囲
気
が
違
う
。

試
合
当
日
は
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
た

応
援
で
、
し
っ
か
り
と
選
手
を
盛

り
立
て
た
い
」
と
力
を
込
め
ま
し

た
。

　

こ
の
2
0
0
人
を
超
え
る
応
援

団
に
加
え
、
試
合
当
日
は
、
応
援

バ
ス
な
ど
で
4
，0
0
0
人
を
超
え

る
市
民
ら
が
甲
子
園
の
ア
ル
プ
ス

ス
タ
ン
ド
を
埋
め
尽
く
し
ま
し
た
。

西脇工業高校・西脇高校・西脇南中学校による大応援団の練習風景西脇工業高校・西脇高校・西脇南中学校による大応援団の練習風景

１回戦で逆転打を放つ村上晃平選手１回戦で逆転打を放つ村上晃平選手 市内には約市内には約400400本の応援のぼりが掲げられた本の応援のぼりが掲げられた

アルプススタンドも一体に。グラウンドにエールを送り続ける「アルプススタンドも一体に。グラウンドにエールを送り続ける「1010番目」の選手たち番目」の選手たち

甲子園に詰めかけた大応援団西脇工業高校・西脇高校・西脇南中学校による大応援団の練習風景

１回戦で逆転打を放つ村上晃平選手 市内には約400本の応援のぼりが掲げられた

アルプススタンドも一体に。グラウンドにエールを送り続ける「10番目」の選手たち 提供：朝日新聞社

提供：朝日新聞社
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市
民
市
民
も
一
も
一
体
と
な
っ
て
選
手
を
応
援

体
と
な
っ
て
選
手
を
応
援

市
民
も
一
体
と
な
っ
て
選
手
を
応
援

 

ま
た
、
ア
ル
プ
ス
に
入
れ
な
い

人
た
ち
が
、
内
外
野
席
に
ま
で
広

が
り
、
大
迫
力
の
応
援
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。
木
谷
忠
弘
監
督
は
、

後
日
、
市
役
所
で
行
わ
れ
た
報
告

会
に
お
い
て
、「
甲
子
園
か
ら
帰

っ
た
今
で
も
、
大
歓
声
が
耳
に
残

っ
て
い
る
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

甲
子
園
で
も
粘
り
強
い
プ
レ
ー

　

エ
ー
ス
翁
田
勝
基
投
手
の
力
投

と
そ
れ
を
支
え
る
堅
い
守
り
、
点

を
取
ら
れ
た
ら
必
ず
取
り
返
す
粘

り
強
さ
が
チ
ー
ム
の
持
ち
味
。
自

分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
確
実
に

や
り
遂
げ
、
日
々
の
練
習
の
成
果

を
発
揮
し
快
進
撃
を
続
け
ま
し
た
。

舞
台
が
甲
子
園
に
変
わ
っ
て
も
そ

の
プ
レ
ー
ス
タ
イ
ル
は
同
じ
。
自

分
た
ち
を
見
失
う
こ
と
な
く
正
々

堂
々
と
戦
い
ま
し
た
。

　

１
回
戦
の
石
見
智
翠
館
（
島
根

県
代
表
）
戦
は
8
月
11
日
で
偶
然

に
も
「
へ
そ
の
西
脇
・
織
物
ま
つ

り
」
と
同
日
。
祭
り
会
場
で
は
、

大
型
画
面
で
試
合
を
中
継
す
る

「
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
」

が
実
施
さ
れ
、
こ
ち
ら
も
甲
子
園

に
負
け
ず
劣
ら
ず
、
多
く
の
市
民

が
必
死
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

試
合
は
１
回
表
に
先
制
さ
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
裏
、
村
上
晃
平
選

手
が
変
化
球
を
見
事
に
レ
フ
ト
前

へ
弾
き
返
し
逆
転
。
尻
上
り
に
調

甲子園へ向かう応援バス甲子園へ向かう応援バス

富良野市からも天然水や富良野メロンが届けられた富良野市からも天然水や富良野メロンが届けられた

市内には多数の応援幕が掲げられた市内には多数の応援幕が掲げられた

力投する翁田勝基投手（２回戦）力投する翁田勝基投手（２回戦）

子
を
上
げ
る
翁
田
勝
基
投
手
が
相

手
打
線
を
寄
せ
付
け
ず
、
歴
史
的

な
勝
利
を
飾
り
ま
し
た
。

　

2
回
戦
は
8
月
16
日
の
木
更
津

総
合
（
千
葉
県
代
表
）
戦
。
序
盤

に
3
点
を
失
っ
て
追
う
展
開
と
な

り
ま
し
た
。
3
回
に
は
高
見
直
樹

選
手
の
タ
イ
ム
リ
ー
ヒ
ッ
ト
で
１

点
を
返
す
も
の
の
相
手
投
手
を
と

ら
え
き
れ
ず
、
迎
え
た
9
回
裏
。

2
死
満
塁
と
相
手
を
追
い
込
み
ま

し
た
が
惜
し
く
も
敗
退
、
西
脇
工

業
高
校
の
夏
は
終
わ
り
ま
し
た
。

感
動
を
あ
り
が
と
う

　

8
月
19
日
、
市
役
所
で
の
報
告

会
。
來
住
壽
一
市
長
は
「
初
戦
に

勝
っ
た
と
き
は
涙
が
止
ま
ら
な
か

っ
た
。
市
民
に
大
き
な
感
動
を
い

た
だ
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
」
と

野
球
部
の
健
闘
を
た
た
え
ま
し
た
。

山
中
竣
平
主
将
は
「
抽
選
で
祭
り

と
同
じ
日
を
引
い
て
す
い
ま
せ

ん
」
と
会
場
を
笑
わ
せ
た
後
、

「
甲
子
園
で
校
歌
を
歌
え
て
よ
か

っ
た
」
と
喜
び
を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
夏
、
西
脇
工
業
高
校
の
快

進
撃
で
市
内
は
明
る
い
話
題
に
包

ま
れ
ま
し
た
。
選
手
た
ち
の
最
後

ま
で
あ
き
ら
め
な
い
ひ
た
向
き
な

姿
が
多
く
の
市
民
に
感
動
を
与
え

ま
し
た
。
こ
の
歴
史
的
な
夏
は
、

市
民
の
胸
に
刻
ま
れ
語
り
継
が
れ

る
で
し
ょ
う
。

市役所での報告会。花束を受け取る木谷監督と山中主将市役所での報告会。花束を受け取る木谷監督と山中主将

２回戦敗退も選手らには惜しみない拍手が送られた２回戦敗退も選手らには惜しみない拍手が送られた パブリックビューイング会場もたいへんな盛り上がりパブリックビューイング会場もたいへんな盛り上がり 甲子園へ向かう応援バス

富良野市からも天然水や富良野メロンが届けられた

市内には多数の応援幕が掲げられた

力投する翁田勝基投手（２回戦）

市役所での報告会。花束を受け取る木谷監督と山中主将

２回戦敗退も選手らには惜しみない拍手が送られた パブリックビューイング会場もたいへんな盛り上がり

提供：朝日新聞社
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憧
れ
の
甲
子
園
で
プ
レ
ー
し
て
…

　甲子園で野球ができたことは、一生
の宝物です。皆さんの大声援のおかげ
で、とても楽しくプレーできました。
この経験を、これからの人生に生かし
ていきたいです。大好きな野球をさせ
ていただいたすべての人に感謝します。
ご声援ありがとうございました。

浅尾和志（外野手）
　副主将・背番号13

あさ　お　かず　し

　たくさんのご声援ありがとうございま
した。憧れの聖地でプレーでき、夢が叶
いました。１回戦を勝利した瞬間のあの
声援。全員で校歌を歌えたこと。一生忘
れません。２勝以降の結果はこれからの
後輩に託したいと思います。また西脇工
業野球部の応援をお願いします。

山中竣平（内野手） 　
　　主将・背番号４

なかやましゅんぺい

　甲子園は、とても素晴らしいと思っ
た。最後の打席で多くの声援をもらっ
て緊張せず楽しく打席に入れて甲子園
はとても楽しい場所だった。地元の
方々や多くの支援をしてくださった
方々にはとても感謝しています。ご声
援ありがとうございました。

安達　翼（内野手）　
　　　　　背番号17

　あ　だち　　つばさ

　小さい頃から憧れた甲子園でプレー
をして感じたことは、まず甲子園はと
ても成長させてくれる場所でした。ピ
ンチの時でもチームが一つになって戦
えました。９回の最後の打者を三振に
取った瞬間の喜びは忘れません。ご声
援ありがとうございました。

西澤　諄（捕手）
　　　　　背番号２

にしざわ　　じゅん

　この県大会、全国大会を通して身体
的、精神的に大きく成長しました。甲
子園でプレーできたのも地域の皆さん
のご支援があったからです。ありがと
うございました。現状に満足せず大学
の舞台で活躍できるように、さらにレ
ベルアップしたいです。

翁田勝基（投手）　　
　　　　　背番号１

おう　た　まさ　き

　小さい頃からの憧れの場所に立たせて
いただいたことをとても幸せに思います。
毎日の辛い練習に耐えてきてよかったな
と思います。ここまで来れたのも自分た
ちの力だけではないので支えてもらった
多くの人たちに感謝したいです。たくさ
んのご声援ありがとうございました。

村上晃平（外野手）　
　　　　　背番号７

むらかみこうへい

　たくさんのご声援ありがとうござい
ました。初の全国の舞台でしたが、皆
さんのご声援のおかげで、いつもどお
りの西脇工業の野球をすることができ
ました。これからも西脇工業野球部を
よろしくお願いします。

稗田泰誠（内野手）　
　　　　　背番号６

ひえ　だ　たいせい

　阪神甲子園球場という高校野球にとっ
て最高の舞台に立たせていただいたこと
を光栄に思います。初出場初勝利をして
甲子園で西脇工業の校歌が流れた時、感
動で胸がいっぱいになりました。たくさ
んのご声援があっての勝ちだと思います。
ありがとうございました。

井上功大（内野手）　
　　　　　背番号５　

いのうえこうだい

　ご声援ありがとうございました。高
校球児の夢の舞台である甲子園でプレ
ーできたことに感謝しています。地区
大会、甲子園とたくさんのご声援本当
にありがとうございました。今後も西
脇工業高等学校野球部をよろしくお願
いします。

窪田啓輔（捕手）　　
　　　　　背番号12

　あの夢の舞台に立てたことは一生の
思い出になると思います。自分たちが
甲子園に行けたのは周りの人のおかげ
だと思うので、これからもずっと感謝
の気持ちを忘れずに新チームになって
もプレーし、さらに上を目指していき
たいです。

松原庸平（投手）　　
　　　　　背番号11

　たくさんのご声援ありがとうござい
ました。憧れの甲子園で、あの歓声の
中で試合ができたことは、一生の宝物
です。木更津総合戦での最終回の応援
は本当に感動しました。今後とも西脇
工業野球部の応援をよろしくお願いし
ます。

小林拓夢（投手）　
　　　　　背番号10

　野球をしている人にとっての夢の舞
台で野球をさせてもらったので、多く
の人に感謝したいです。球場での応援
はとてもすごくて、思い出として残っ
ています。新チームでは、一つ一つの
プレーを大切にし、来年もあの大舞台
に立てるように頑張ります。

竹本大悟（内野手）　
　　　　　背番号16

たけもとだい　ご

　正直、野球部に入部した時は自分が
甲子園のグラウンドに立てるなんて思
っていませんでした。それが最高のチ
ームメートと甲子園のグラウンドに立
つことができ、とてもいい経験ができ
て嬉しく思います。たくさんのご声援
ありがとうございました。

石井智樹（内野手）　
　　　　　背番号15

いし　い　とも　き

　今まで、たくさんのご声援ありがと
うございました。あの舞台であの大歓
声の中でプレーできて、一生忘れられ
ない経験になりました。これからも温
かい応援をよろしくお願いします。

　野球をやっている人なら誰もが一度は
立ちたい大舞台に立てることができて、
とてもいい経験になりました。ここまで
これたのは、家族の支えがあり、指導者
のよき指導があり、仲間の支えがあった
からこそ成し遂げられたのだと思います。

臼井浩城（内野手）　
　　　　　背番号14

うす　い　ひろ　き くぼ　た　けいすけ

まつばらようへい こばやしたく　む

池原慎一（投手）　　
　　　　　背番号18

いけはらしんいち

　私にとって甲子園という舞台は、ず
っと憧れの舞台ではありましたが、決
して自分が立てるとは思ってもいませ
んでした。最高の仲間に恵まれて、最
高の舞台に立てたことを自信に思って、
これからも頑張っていきます。ご声援
ありがとうございました。

高見直樹（外野手）　
　　　　　背番号９

たか　み　なお　き

　自分は高校で野球を始めた時から甲子
園を目標にしていたけど、まさか出られ
るとは正直思いませんでした。甲子園は
観客がとても多くて少し緊張したけど、
かなり楽しめました。負けた時はとても
悔しかったです。来年も戻ってきたいで
す。ご声援ありがとうございました。

森下幾矢（内野手）　
　　　　　背番号３

もりしたいく　や

　たくさんのご声援ありがとうござい
ました。甲子園で野球をすることがで
きて、本当に嬉しいです。この経験を
これからに生かしていきたいです。今
後も、西脇工業高校の応援をよろしく
お願いします。

今井哲也（外野手）　
　　　　　背番号８

いま　い　てつ　や

　

第
95
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
記
念

大
会
出
場
に
際
し
て
、
西
脇
市
民
の
皆
様
に

は
多
大
な
ご
支
援
を
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
1
・
2
回
戦
と
も
に
多
く
の
方
々

に
球
場
に
足
を
お
運
び
い
た
だ
き
、
大
き
な

ご
声
援
を
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
我
々
に
大

き
な
勇
気
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
を
通
じ
て
、
人
の
温
か
さ
、
人

と
の
つ
な
が
り
を
実
感
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
の

連
続
で
、
あ
ら
た
め
て
周
囲
の
方
々
に
支
え

ら
れ
て
野
球
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と

の
思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
が
我
々
に
と
っ
て
大
き
な
財
産
で
あ

り
、
選
手
た
ち
も
今
後
の
人
生
、
あ
る
い
は

チ
ー
ム
づ
く
り
に
大
い
に
活
か
し
て
く
れ
る

も
の
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
皆
様
に

応
援
し
て
い
た
だ

け
る
チ
ー
ム
で
あ

る
よ
う
、
よ
り
一

層
精
進
を
重
ね
て

い
く
所
存
で
す
。

　

本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

特集　史上初の快挙！西脇工野球部が甲子園に出場

　

第
95
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
記
念
大
会
に
出
場
し
た
西
脇
工
業
高
校
野
球
部

の
選
手
た
ち
。
球
児
な
ら
ば
誰
も
が
憧
れ
る
甲
子
園
で
プ
レ
ー
し
た
感
想
は
ど
ん

な
も
の
か
、
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
野
球
部
全
部
員
を
代

表
し
て
、
ベ
ン
チ
入
り
し
た
18
人
の
選
手
と
木
谷
忠
弘
監
督
に
コ
メ
ン
ト
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

先
輩
た
ち
の
思
い
を
受
け
継
ぎ
、
新
た
な
チ
ー
ム
の
戦
い
は
す
で
に
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
来
夏
の
甲
子
園
を
目
指
し
て
。

西脇工野球部
木谷忠弘　監督

甲子園出場が決まった歓喜の瞬間甲子園出場が決まった歓喜の瞬間甲子園出場が決まった歓喜の瞬間

えんじ色の帽子を被って市民が一体に


